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例えば，「この モスクワ 会談 で 戦略核兵器 削減 条約 に 調





「この モスクワ 会談 で 調印 でき る よう 努力 する 。」「戦略核







Word2Vec の CBOW モデルを用いて，分散表現を獲得する．



































例えば，「自動車 や 飛行機 は 自転車 より 速い ．」という文
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